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編 集 後 記

不思議なもので，オバマ大統領が
就任するまでは，アメリカのみなら
ず世界が熱狂している状況を，多
くのマスコミが取り上げていました
が，就任後の情報はすっかり少なく
なりました。一方，未曾有（みぞう）
の不況は，連日全世界から種々の情
報が入ってきます。自動車産業等に
比べて報道があまりされない建設業
も，今年からボディーブローのよう
に効いてくると言われています。ボ
ディーブローを少しでもかわすため
には，国内だけではなく，国外から
も幅広い情報を早期に収集し，対策
を実践することが大事になると評論
家は述べています。
この 2月号には，誌上初めて（と

思われる），海外からの報文が掲載
されております。ミュンヘン工科大
学トーマスボック教授の「ドイツの
建設産業における構造変化とテクノ
ロジー利用」がそれです。ご存知の
方も多いと思いますが，ボック教授
は東京大学大学院を卒業後，しばら
くは国内のゼネコンに籍をおいてい
ました。ボック教授の専門は生産シ

ステムで，ロボットや機械を利用し
て，施工効率を向上させる研究等を
行っていました。ドイツのみなら
ず，ユーロの学術評価委員を務める
など，現在でも世界で活躍していま
す。報文をお読みいただければ分か
りますが，ご多分に漏れず，ドイツ
も建設不況下にあり，衰退が懸念さ
れているようです。しかしそれらの
懸念を，長期的対策と視野で克服し
ていく決意が述べられています。海
外情報のひとつとして，皆様のご参
考になれば幸甚です。
特集は「建築」です。巻頭言は㈳

公共建築協会の照井会長にお願い
し，現在の建設プロセスにつきまし
て，貴重な御提言をいただきました。
大学関連では，中央大学高橋教授，
早稲田大学嘉納教授に，最新の研究
状況を紹介していただきました。特
集報文は，構造設計，免震，特殊施
工，環境配慮，建物診断等の広範な
分野から選定し，レベルが高く普及
が期待されるものを掲載しました。
最後になりますが，執筆していた

だきました皆様には，お忙しいとこ
ろご協力していただきまして，改め
て御礼申し上げます。
 （藤永・宮崎）
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3 月号「土工特集」予告
・土工関連のユニットプライスの動向
・米国における情報化施工の動向調査報告
・土工計画の情報化
・高速道路における土工技術の変遷
・鉄道における土工技術と性能規定化の動向
・穿孔機の技術動向
・積込機の技術動向
・土工用運搬機の技術動向
・無人ダンプトラック走行システムの開発・運用
・公衆無線網を用いた油圧ショベル遠隔操作
・ITを活用したロックフィルダムの施工
・近年の造成土工における問題点と対策例
・土工事に適用できる製品紹介
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